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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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る
法
律
案
」
が
参
議
院
本
会

議
で
可
決
成
立
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
　
歳
以
上
の
職

55

員
の
昇
給
を
抑
制
・
停
止
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
▼
先
の
民

主
党
政
権
で
は
「
　
年
4
月

26

以
降
で
」検
討
す
る
も
の
が
、

政
権
交
代
で
覆
っ
て
し
ま
っ

た
▼
　
年
人
事
院
勧
告
の

05

「
給
与
構
造
の
見
直
し
」に
よ

る
現
行
昇
給
制
度
は
、「
厳

し
く
勤
務
成
績
を
反
映
さ

せ
」、「
年
齢
に
よ
り
一
律
に

昇
給
停
止
さ
せ
る
制
度
は
廃

止
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ

れ
た
も
の
で
、
矛
盾
も
は
な

は
だ
し
い
と
い
え
る
▼
「
骨

太
方
針
」、「
日
本
再
興
戦

略
」
な
ど
勤
労
者
の
所
得
を

増
や
す
話
は
ど
こ
へ
行
っ
た

の
か
▼
こ
の
夏
の
選
択
が
賃

金
に
も
景
気
に
も
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
こ
の
6
月

　
日
、「
一
般

17職
の
職
員
の

給
与
に
関
す

る
法
律
の
一

部
を
改
正
す

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉3
三
の
角
を
取
る

順
で
…
。

（
　
分
で
二
段
）

10

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対
の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

　全国税労働組合「第71回定期大会」を次
のとおり開催しますので、規約23条によ

り告示します。

記

　【日　時】　2013年8月24日（土）〜25日（日）
　【会　場】　ホテル機山館（きざんかん）
　　　　　　東京都文京区本郷4−37−20
　TEL 03（3812）1211　FAX  03（3816）1218
　【主な議題】
　　①　2012年度一般経過報告など
　　②　2012年度決算報告
　　③　2013年度運動方針
　　④　2013年度財政方針
　　⑤　2013年度税研運動方針
　　⑥　役員・中央委員の選出
　　⑦　その他
　　
全国税労働組合中央執行委員長　増山　満樹
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影
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映
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第71回定期大会告示

に
見
直
し
て
い
く
と
し
、
次

は
平
成
　
年
に
見
直
し
し
て

28

い
く
と
回
答
。

★
住
居
手
当
は
低
い
。
と
り

わ
け
都
市
部
は
大
変
で
あ

り
、
増
額
を
と
の
要
求
に

は
、
民
間
調
査
で
判
断
し
て

お
り
、
全
国
平
均
で
現
在
の

額
は
妥
当
と
回
答
。

い
う
も
の
で
希
望
は
重

視
さ
れ
る
」
と
回
答
。

★
行
　
職
員
の
昇
格
改

（二）

善
に
つ
い
て
、
部
下
数

制
限
の
撤
廃
は
で
き
な

い
と
し
つ
つ
も
、
個
別

協
議
で
当
局
か
ら
上

が
っ
て
く
れ
ば
事
情
は

聞
い
て
い
く
と
回
答
。

★
地
域
手
当
の
改
善
に

つ
い
て
は
、　
年
ご
と

10

議
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、

人
事
院
と
し
て
「
新
た
な
意

見
の
申
出
」
は
行
わ
な
い
と

回
答
。

★
定
年
ま
で
勤
務
し
て
い
れ

ば
当
然
に
再
任
用
さ
れ
る
べ

き
と
の
追
及
に
、「
閣
議
決

定
の
主
旨
は
無
年
金
に
な
ら

な
い
よ
う
雇
用
を
つ
な
ぐ
と

　
６
月
５
日
、
全
国
税
は
、

人
事
院
と
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
人
事
院
側
は
職
員
福
祉

局
藤
倉
参
事
官
が
対
応
し
ま

し
た
。

★
官
民
比
較
を
臨
時
特
例
法

に
よ
る
引
き
下
げ
後
の
額
を

も
と
に
行
い
、
勧
告
を
す
る

よ
う
要
求
し
ま
し
た
が
、
人

事
院
は
現
行
の
俸
給
表
と
の

比
較
で
±
が
あ
れ
ば
勧
告
す

る
と
回
答
。
な
お
、
民
間
賃

金
調
査
は
例
年
通
り
の
ペ
ー

ス
で
行
っ
て
お
り
、
例
年
８

月
上
旬
に
勧
告
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
も
そ
の
時
期
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
回
答
。

★
　
歳
ま
で
の
定
年
延
長
に

65
つ
い
て
は
、
３
月
　
日
に
閣

26
全
国
税
、人
事
院
交
渉
行
う

6月5日

NONUKESDAY 原発ゼロの日本を実現しよう　NO NUKES DAY　原発ゼロの日本を実現しよう！！

 33333333333団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体 66666666666万万万万万万万万万万人人人人人人人人人人でででででででででで国国国国国国国国国国会会会会会会会会会会包包包包包包包包包包万人で国会包囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲

に
は
反
原

連
の
ミ
サ

オ
・
レ
ッ

ド
ウ
ル
フ

さ
ん
と
1

0
0
0
万

人
ア
ク

シ
ョ
ン
の

富
山
洋
子

さ
ん
（
日

本
消
費
者

連
盟
）
が

連
帯
あ
い

さ
つ
。
共

産
党
の
志

　
６
月
２
日
（
日
） 
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

が
明
治
公
園
で
　
時
か
ら
行
っ
た
「
原
発
ゼ
ロ
を

11

め
ざ
す
中
央
集
会
」
に
は
１
万
８
千
人
超
が
参
加
。

　
全
国
税
か
ら
は
、
東
北
・
近
畿
・
東
京
・
関
信

地
連
の
組
合
員
や
組
合
員
Ｏ
Ｂ
、
法
政
大
学
卒
業

生
９
条
の
会
所
属
の
組
合
員
、
約
　
名
が
参
加
し

２０

ま
し
た
。

　「
再
稼
働
反
対
」「
原
発
な

く
せ
」。
原
発
を
な
く
す
全

国
連
絡
会
が
６
月
２
日
、
首

都
圏
反
原
発
連
合
（
反
原

連
）、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
一

千
万
署
名
」
市
民
の
会
（
１

０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
）

と
と
も
に
、「
６
・
２
N
O
　

N
U
K
E
S
　
D
A
Y
」
と

銘
打
っ
た
共
同
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
　
時
半
ま
で
の
ブ
ー
ス
企

12
画
で
は
、
大
阪
や
茨
城
、
静

岡
、
福
島
な
ど
の
運
動
経
験

交
流
や
、
原
発
ゼ
ロ
の
グ
ッ

ズ
販
売
、
原
発
労
働
に
つ
い

て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

福
島
の
様
子
を
伝
え
る
展
示

な
ど
多
彩
な
ブ
ー
ス
が
出
さ

れ
ま
し
た

　
1
時
か
ら
始
ま
っ
た
集
会

位
和
夫
委
員
長
も
駆
け
つ
け

原
発
ゼ
ロ
へ
の
決
断
を
と
発

言
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
・
福
島
か
ら
参
加

し
た
熊
谷
智
さ
ん
は
「
私
た

ち
が
味
わ
っ
た
あ
の
恐
怖
は

原
発
の
せ
い
な
の
に
再
稼
働

や
原
発
輸
出
に
進
ん
で
い
る

安
倍
政
権
に
怒
り
心
頭
」
と

発
言
し
、「
収
束
宣
言
撤
回
」

「
危
険
な
原
発
を
今
す
ぐ
な

く
そ
う
」
と
参
加
者
と
と
も

に
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
中
央
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
あ

と
、
金
曜
官
邸
前
抗
議
行
動

か
ら
千
葉
麗
子
さ
ん
が
ド
ラ

ム
隊
と
と
も
に
舞
台
に
上
が

り
コ
ー
ル
。
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
「
再
稼
働
反
対
」「
原

発
い
ら
な
い
」「
子
ど
も
を
守

れ
」
と
繰
り
返
し
声
を
上
げ

ま
し
た
。

 　
参
加
者
は
集
会
後
、
3

コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
デ
モ
行

進
（
全
国
税
は
六
本
木
コ
ー

ス
）
の
あ
と
、
国
会
包
囲
行

動
に
参
加
し
、
沿
道
か
ら
大

き
な
励
ま
し
の
声
を
受
け
ま

し
た
。

　「
原
発
を
な
く
す
全
国
連

絡
会
」ニ
ュ
ー
ス
か
ら
転
載

官
民
比
較
は
、
賃
下
げ
後
の
額
に
も
と
づ
き
行
う
よ
う
要
求

藤倉参事官に「要求書」を手交する増山委員長

舞台から「再稼働反対」「原発いらない」「子どもを守れ」とコールするドラム隊

大
間
原
発
大
間
違
い
！

6
月
2
日

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

明
治
公
園
の
集
会
に
結
集
し
た
組
合
員
た
ち

　
６
時
に
自
宅
を
出
て
６
時

　
分
に
弘
前
を
バ
ス
で
出

３０発
。　
時
　
分
か
ら
の
現
地

１１

１０

集
会
と
、
そ
の
後
の
デ
モ
行

進
に
参
加
。
や
は
り
大
間
は

遠
い
で
す
。
集
会
に
は
県
内

の
ほ
か
、
北
海
道
か
ら
も
大

勢
が
参
加
、
遠
く
は
関
東
や

祝
島
、
九
州
か
ら
の
参
加
者

も
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
ん
な
団
体
の
呼
び
掛

け
で
開
催
さ
れ
た
集
会
は
、

約
６
０
０
人
の
参
加
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

要
な
の
は
原
発
で
な
く
仕

事
だ
、
電
源
開
発
に
は
原

発
で
な
く
環
境
に
優
し
い

発
電
の
事
業
を
し
て
く
れ

た
ら
い
い
の
に
、
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　
函
館
か
ら
参
加
し
た

「
大
間
原
発
訴
訟
の
会
」の

婦
人
は
「
な
ら
ぬ
も
の
は

な
ら
ぬ
」
と
裁
判
に
訴
え

　
地
元
の
漁
師
や
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
若
者
は
、
町
の
人
た
ち

に
原
発
を
好
き
な
人
は
い
な

い
、
た
だ
仕
事
が
な
い
、
必

た
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
集

会
後
、
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
ま
で

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　
青
森
支
部
弘
前
分
会
　
　

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
猛

6
月
　
日
・
第
6
回
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会
に
参
加
し
て

16
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各
職
場
か
ら
届
い
た
話
題

【
東
海
地
連
・
愛
知
支
部
】

源
泉
未
納
把
握
残
…
…
昨

年
の
倍

Ａ
署
　
国
税
通
則
法
「
改

正
」
に
よ
り
、
源
泉
の
未

納
把
握
の
未
処
理
状
況
が

昨
年
の
倍
と
の
こ
と
。
徴

収
義
務
者
側
に
事
前
申
し

入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
と
か
。

署
三
役
も
カ
ン
パ

Ｂ
署
　
全
国
税
が
「
玄
関

前
カ
ン
パ
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
署
長
以
下
三
役

が
カ
ン
パ
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
っ
て
全
国
税
に

期
待
し
て
い
る
か
ら
？
　

で
す
よ
ね
。
他
の
署
で
も

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

源
泉
こ
こ
で
も
…
…

Ｃ
署
　
源
泉
の
扶
養
是
正

を
１
件
だ
け
依
頼
し
た
と

こ
ろ
１
件
だ
け
で
は
で
き

な
い
。
調
査
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
。
こ
の

件
「
宙
ぶ
ら
り
ん
状
態
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
ケ
ー
ス
は
ど
う
す
る

の
？

庁
舎
改
修
計
画
の
状
況
？

Ｄ
署
　
狭
い
事
務
室
、
使

い
勝
手
の
悪
い
ト
イ
レ
や

食
堂
。
改
修
計
画
は
国
税

局
Ｈ
Ｐ
に
載
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
計
画
で
は
署
長

用
公
用
車
の
車
庫
は
庁
舎

の
中
か
ら
消
え
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
職
員
か
ら
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
職
員

に
は
ど
の
時
点
で
話
が
あ

る
の
。
す
べ
て
決
ま
っ
て

か
ら
で
は
使
う
職
員
が
困

り
ま
す
。
早
い
段
階
で
の

連
絡
と
職
員
の
意
見
も
聞

い
て
ほ
し
い
な
あ
。

超
勤
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

生
々
し
い
実
態
が

【
東
京
地
連
・
芝
分
会
】

　
3
・
4
月
共
に
　
時
間

３１

の
超
勤
実
績
に
支
給
は
な

ん
と
9
時
間
の
方
も
。

　
支
給
率
　
％
、
サ
ー
ビ

２９

ス
残
業
　
時
間
に
あ
ぜ
ん
、

２２

６
割
程
度
支
給
も
多
数
！

○
超
勤
伝
票
が
で
て
い
な

い
の
で
、
朝
・
昼
・
夕
と

も
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
朝
・
昼
・

夕
の
仕
事
を
ま
と
め
て
何

時
間
で
伝
票
を
出
し
て
く

れ
る
署
も
あ
る
が
私
は
い

ま
ま
で
そ
ん
な
署
に
勤
務

し
た
こ
と
が
な
い
で
す
よ
。

　
　
　（
管
理
運
営
部
門
）

○
「
事
務
事
績
］
に
は
、

日
々
行
っ
た
実
際
の
業
務

を
入
力
し
ろ
と
い
う
の
に
、

残
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

と
一
致
さ
せ
て
い
な
い
。

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
事
実

に
つ
い
て
何
の
説
明
も
な

い
（
幹
部
だ
け
の
会
議
で

秘
密
裏
に
行
っ
て
い
る
）。

　
　
（
管
理
運
営
部
門
）

○
確
申
の
繁
忙
期
は
、
終

わ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
法

人
3
月
決
算
の
多
量
の
申

告
書
が
提
出
さ
れ
、
残
業

は
必
須
と
な
る
の
に
手
当

て
が
支
給
さ
れ
な
い
と
な

る
と
、
や
る
気
が
起
こ
ら

な
い
。
定
時
に
帰
り
た
い
。

　
　
（
管
理
運
営
部
門
）

○
ぜ
ひ
残
業
し
た
時
間
分
、

残
業
代
を
支
給
し
て
ほ
し

い
。　（
法
人
課
税
部
門
）

○
上
か
ら
の
指
示
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
超

勤
し
て
も
そ
の
時
間
分
手

当
て
が
で
な
い
の
で
、
や

り
た
く
な
い
。

　
　
（
管
理
運
営
部
門
）
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第52回「山のつどい」のお誘い

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ョ
」

こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
８
月

の
全
国
大
会
に
韓
国
税
務

職
員
 金
 
キ
ム

 東
日
 さ
ん
を
招
い

ド
ン
イ
ル

た
後
、
日
韓
税
務
職
員
の

連
帯
と
交
流
の
一
環
で
始

め
た
韓
国
語
・
日
韓
歴
史

勉
強
会
で
す
。
東
京
の
組

合
員
を
は
じ
め
毎
回

　
名
以
上
が
参
加
し

10て
い
ま
す
。

　
韓
国
か
ら
の
女
子

留
学
生
を
韓
国
語
の
講
師

に
月
二
回
、
そ
の
う
ち
一

回
は
参
加
者
が
交
代
で
講

師
と
な
っ
て
歴
史
の
勉
強

も
し
て
い
ま
す
。
講
師
が

若
く
て
褒
め
上
手
。
参
加

者
は
う
れ
し
く
な
っ
て
楽

し
く
勉
強
し
て
い
ま
す

（
講
師
は
「
恥
ず
か
し
い
」

か
ら
と
写
真
な
し
）。

　
ハ
ン
グ
ル
（
韓
国
語
の

こ
と
で
は
な
く
、
あ
の
独

特
の
文
字
の
名
前
で
す
）

は
母
音
と
子
音
を
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え

る
と
読
み
や
す
い
、
日
本

語
と
似
て
い
る
単
語
が
多

い
、
文
法
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
　
次
第
に
習
熟
度
に
差
が

つ
い
て
き
て
い
る
よ
う

で
、
二
年
目
に
向
け
た
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
回
懇
親
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
覚
え
た
韓
国
語

を
生
か
そ
う
と
韓
国
料
理

店
（
写
真
）
に
も
行
き
、

マ
ッ
コ
リ
や
チ
ヂ
ミ
な
ど

を
頼
む
た
び
に
語
学
力
が

向
上
し
て
き
た
な
と
密
か

に
感
じ
て
い
る
参
加
者
も

い
ま
す
。

　
歴
史
勉
強
会
は
、
日
本

と
韓
国
が
古
の
時
代
か
ら

交
流
し
て
き
た
こ
と
や
日

本
の
侵
略
や

冷
戦
構
造
な

ど
で
両
国
国

民
が
苦
し
め

ら
れ
て
き
た
こ

と
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
山
小
舎
合
宿

や
韓
国
旅
行
も

企
画
し
て
い
ま

す
。
東
京
局
で

は
中
国
語
と
韓

国
語
の
講
習
が

始
ま
り
ま
す
が
、
受
け
る

方
も
外
れ
た
方
も
勉
強
会

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。「
カ
ッ
チ
　
コ
ン
ブ

ハ
プ
シ
ダ
」
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

問
合
わ
せ
先

○
武
蔵
野
分
会
　
塩
谷
亮

○
全
国
税
中
央
本
部

　
　
地
連
だ
よ
り

　
東
京
地
連
組
合
員
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勉強の後の一杯が……。

　「第52回山のつどい」は、鳳凰三山縦走です。
　南アルプスの主峰群をはじめ、八ヶ岳、富士山など大展望をほしいままにしな
がら、花崗岩の美しい白砂を敷き詰めた鳳凰三山の稜線を歩くとき、登山の楽し
みが又ひとつ増えることうけあいです。ぜひ、今年の夏休みの予定に取り入れて
ご参加ください（一日目と二日目ともテント場あり）。
　日　程8月2日（金）～8月4日（日）
　8月2日　6:30　青木鉱泉集合（駐車場一日７００円　150台）
　青木鉱泉（7:00）～南精進ヶ滝～五色ヶ滝～鳳凰小屋（14:00）
　8月3日（土）二日目　7:00出発　鳳凰小屋～地蔵岳～観音岳～薬師岳～南御
　室小屋
　8月4日（日）三日目　6:00 出
　発　南御室小屋～薬師岳～薬
　師岳登山口～青木鉱泉（11:40）

　参加費　20,000円（前泊、集合
までの交通費は含みません）
※申込み・お問い合わせは全国税
本部まで。申込は7月10日まで。

地蔵岳（2764ｍ）山頂にそびえるオベリスク

韓
国
語
･
日
韓
歴
史
勉
強
会
へ
の
招
待

あなたの一歩が世界を変える
ノーモア、ヒロシマ、ナガサキ、フクシマ

国民平和
大 行 進
 2013

　
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
6
月
2
日
は
青
森
の
平
和

公
園
で
北
海
道
か
ら
の
引
継

集
会
と
市
内
行
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
青
森
の
引
継
集
会
で
は
国

公
や
医
労
連
な
ど
３
０
０
人

の
参
加
で
し
た
。

 　
北
海
道
か
ら
も
来
て
い

ま
し
た
。

　
６
月
５
日
は
浪
岡
か
ら
藤

崎
町
、
田
舎
館
村
、
黒
石
市
、

平
川
市
を
通
り
、
弘
前
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
黒
石
で
昼
休
憩
し
た
診
療

所
で
は
、
所
長
さ
ん
か
ら
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
弘
前
市
内
を
行
進

し
ま
し
た
。

　
 ６
月
６
日
、
弘
前
市
役
所

前
を
出
発
。
弘
前
市
長
か
ら

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
弘
前
市
内
行
進
の

　
国
民
平
和
大
行
進
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て
、
文
字
通
り
全
国
を

歩
く
行
進
で
す
。
1
9
5
8
年
6
月
に
、
被
爆
地
広
島
か
ら
東
京
へ
、

1
千
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
く
最
初
の
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
以
来
、
行
進
は
続
け
ら
れ
、
い
ま
で
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
と
7
割

を
超
え
る
自
治
体
を
通
過
し
、
毎
年
　
万
人
が
参
加
す
る
国
民
的
行

10

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
る
行
動
で
全
国
税
組
合
員
も
行
進
し
て
い
ま
す
。 
　

県
に
引
継
ま
し
た
。

　
途
中
の
車
移
動
で
は
、
連

日
青
森
銀
行
労
組
の
方
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
度
の
こ
と
で
す
が
、
写

す
方
が
被
写
体
に
な
る
と
い

後
、
大
鰐
町
を

行
進
。
碇
ヶ
関

で
休
憩
。

　
碇
ヶ
関
と
秋

田
県
の
県
境
の

矢
立
峠
で
秋
田

う
の
は
、
結
構
大
変
で
す
。

が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
全

国
税
の
旗
を
掲
げ
て
行
進
で

す
。

　（
弘
前
分
会
　
佐
藤
文
猛
）

核
兵
器
の
な
い
世
界
、憲
法
9
条
と
非
核
三
原
則
の
輝
く
日
本
へ

弘前市での引継ぎ集会、全国税の旗が目立ちます。
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